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研究成果の概要（和文）： 

 国内看護学研究における模擬患者の定義を整理し、海外における看護学模擬患者の養成状

況を調査して、看護学における模擬患者の養成課題を明らかにした。模擬患者にもとめられ

る能力は、患者らしさを失わない態度とフィードバック能力であった。この課題を解決する

ために、市民模擬患者に対して、学生を理解するための実習前学生との対話プログラムと不

安軽減のための役割支援プログラムを作成し実施した。 

  

研究成果の概要（英文）： 

The definition of the simulated patient in nursing research was clarified, overseas 

training using simulated patients was investigated, and issues involving simulated 

patient training in nursing were identified. Two capabilities required of the simulated 

patient were a patient-like attitude and feedback capability. In order to address these 

issues, for citizen simulation patients a dialog program with the student before 

clinical study for understanding students, and a role support program to reduce 

uneasiness were created and implemented. 
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１．研究開始当初の背景 

  

 我が国の看護教育では、今後ますます基

礎教育における技術習得の重要さが増し

ている。看護技術教育は、患者への対応や

技術が、安全に、安楽に提供することを保



証しなければならない。模擬患者教育は、

学内で、より臨場感のあるシミュレーショ

ン教育を行う上で画期的な方法である。 

 我が国での模擬患者の導入は、1970 年代

日野原重明氏のライフプランニングセン

ターでの紹介に始まり、1984 年の植村研一

氏の医学教育における実践報告などから

活用が本格化した。看護教育で活用する模

擬患者は、これまでに養成された医学用や

市民団体の模擬患者で活用されている現

状である。また、技術教育では、看護教員

がその役割を行うこともある。看護教育者

によって独自に、目的に適った養成ができ

れば、模擬患者の活用はさらに促進される

のではないかと考えられる。そこで、模擬

患者の養成を行うには、看護教育用の模擬

患者養成プログラムを開発する必要があ

る。 

 

２．研究の目的 

 

1)看護教育に活用される模擬患者を分類

整理し、その特徴を明らかにする。 

2)看護学に活用される模擬患者に必要な

能力を明らかにする。 

3)養成プログラムを作成実施し、その効果

を検討する。 

 

３．研究の方法 

 

1)国内における看護研究論文の過去の題

目のテキストを収集し、テキスト解析ソフ

トワードマイナーにて、頻度における解析

を行い、模擬患者の概念を整理し、定義を

明らかにする。 

2)海外における看護学模擬患者の文献調

査により定式化された養成プログラムの

存在を探索し、その実態を明らかにする。 

3)専門機関養成のSPに調査協力を依頼し、

演技を撮影し、画像データ解析ソフトを用

いて解析し、模擬患者の特徴を明らかにす

る。 

4)OSCE で、教員模擬患者の評価をうけた学

生の実習後追跡の質問紙調査を行い、多変

量解析により模擬患者に期待されるフィ

ードバック能力の重要性を明らかにする。 

5)模擬患者養成の最初の段階として、シル

バー人材センターの市民の協力を得て、演

技対象者である学生との交流経験を実施

し、その効果を検討する。 

6) 模擬患者養成の最後の段階において、

役割課題を学習するプログラムを実施し、

その効果を測定する。 

7)これまでの模擬患者に関する研究を公

表し、国内の研究者の評価をうける。 

8)模擬患者を特徴づける要素を明らかに

し、養成過程の最初と最後の段階での課題

をまとめる。 

 

４．研究成果 

 

1)国内における看護研究論文の題目テキ

ストを分析した。テキストは、模擬患者と

擬似体験、患者体験、モデル、紙上患者、

ロールプレイ、CAI、その他、対象外に分

類された。これを模擬患者の人的特徴を明

らかにするために、患者シミュレーション

の水準が類似のものを再度6つカテゴリー

（模擬患者、擬似体験、患者体験、紙上患

者・モデル・CAI、ロールプレイ、その他・

対象外）に分けた。「模擬患者」の概念は、

ペーパーペイシェント（紙上患者）、シミ

ュレーターモデル（モデル）なども模擬患

者と呼ばれており、バローズ由来の訓練さ

れた健康な市民であり、病状を表現する人

を必ずしも表現してこなかったことが明

らかになった。しかし、本調査の結果を公

表することで、国内的な合意を促進するこ

とに貢献できたのではないかと考える。 

 

2)海外における看護学模擬患者の文献調

査により定式化された養成プログラムの

存在を探索し、対象としたデータベースは

2001 年から 2008 年の pub med であり、

standardized patient、 nursing student、 

coaching/training program、 stimulated 

patient、 nursing student をキーワード

として抽出した。そのうち、SP が演じたシ

ナリオが具体的に提示されているもの 16

件を検討した。英語圏の論文が殆どであっ

たが、スタンダードな養成方法はなかった。

養成は、市民や役者、職員など様々である

が、各大学や教育機関で独自な方法を実施

していることがわかった。しかし、要素毎

に類型化するなど、養成における体系的な

手順も示されていないことがわかった。 

 

3)専門機関養成の SP の演技を撮影し、ベ

テラン看護師と学生に対応する対話演技

において、SPがどのような役割を演じてい

るかを分析した。分析は、行動コーディン

グシステム Behavior Analysis (KK DKH 製)

を使用し、非言語的コミュニケーションの

手がかりとかかわり技法の出現状況を解

析した。解析の方法は、動画を観察しなが

ら出現状況をプロットし、ローデータを作



成した。行動の出現状況が回数と時間で記

述された。このデータから、同時生起性と

2 事象の事象連鎖を解析した。その結果、

SP は、相手がベテランであっても不慣れで

あっても、常時患者らしさを失わない様相

と対話を演じており、患者らしさの表現が

特徴であることがわかった。 

 

4) 課題をバイタルサインズ（脈拍・血圧

測定）．感覚器（視力・聴力・神経系のい

ずれかの一つ）のフィジカルアセスメント．

応答能力とした OSCE において、教員模擬

患者のフィードバックをうけた学生の実

習後追跡の質問紙調査を行い検討した。質

問紙調査（表 1）を行った。質問は基本属

性の他．７件法の 10 項目．評定法 2項目．

１項目は自由記述であった。模擬患者が看

護学生にフィードバックする内容は．看護

学生の課題認識を高めることであるが．教

員と市民模擬患者に同様のフィードバッ

クを期待することは難しいかもしれない。

教育目標に応じて求められるフィードバ

ックが提供できることが重要である。した

がって．市民模擬患者であれば．対象の看

護学生をより理解していることが重要で

あると考えられる。その時期は．看護学生

が実習にいく前に市民模擬患者と看護学

生の理解を深める機会が得られることが

必要であることがわかった。 

  

5)模擬患者養成の最初の段階として学生

を理解するプログラムが必要ではないか

と仮説を立て、シルバー人材センターの市

民の協力を得て、学生との交流経験を実施

し、その効果を検討した。調査協力者は、

都内 A 区シルバー人材センターに登録し、

65 歳以上で草取り作業などに従事してい

る比較的健康な男性 11 名、女性 9 名の合

計 20 名、年齢は 64 歳から 82 歳までで平

均年齢 72．21(±4．34)歳、学生は 23名で

あった。基本属性は、全て東京在住で。配

偶者は有り 17(85%)。無しが 3(15%)、同居

者は配偶者同居が 17(85%)、未婚の子との

同居が 7(35%)、既婚の子供家族との同居が

1(5%)。独居が 1 名であった。現在、病気

や症状の訴え 7 名、手術などの治療経験 7

名、服薬中 8名であった。その結果、この

対話研修では、市民模擬患者に OSCE など

の役割課題がなく、学生との対話のみを目

的とした。それゆえ市民模擬患者は不安な

く、異世代の考え、医療に対する要望、患

者の要望などを伝え、率直な患者の心理を

表明した。これは市民模擬患者と学生の相

互理解が深まったことを意味している。つ

まり、模擬患者は不安なく学生と対話する

場合、人生経験から得た内的過程について、

その人格的存在を通して明確に伝えるこ

とができる。市民は学生の生の声を聞き、

学生の内面を理解することができたと考

えられた。 

 

6) 模擬患者養成の最後の段階において、

役割課題を学習するプログラムを実施し、

その効果を検討した。調査対象者は、Ａ看

護大学模擬患者養成過程にある男性10名、

女性 24 名、不明１名であった。年齢は 20

代から 80代までで、50代が最も多く 86%、

40 代が 31%と次いで多かった。支援プログ

ラムは、１年間の養成講座の最終段階にあ

り実施前に行う講義の位置づけである。こ

の支援プログラムのテーマは、看護教育に

おける模擬患者の役割で、内容は、模擬患

者の役割や看護教育における模擬患者の

必要性、OCSE や模擬患者参加型授業につい

て解説を行うものである。 

具体的には、模擬患者参加型学習、看護師

−患者役割、リアリティーとシミュレーシ

ョン、思考と感情、模擬患者のイメージ・

演技力・フィードバック力・利点欠点、役

割課題、看護教育者の役割などである。調

査方法は、質問紙調査を行った。質問項目

は、性別年齢の他、５件法による理解度、

学習必要度、役割理解度、役割期待理解度、

不安度であった。支援プログラムは、理解

度平均 3。23±1。33、学習必要度平均 4。

89±0。33、役割理解平均 4。29±0。52、

役割期待理解度平均 4。32±0。54、不安度

平均 3。63±1。11 であった。概ね支援ウ

ログラムは看護教育における模擬患者の

役割を学習可能なプログラムであること

がわかった。また、模擬患者養成過程にあ

る模擬患者の不安が、役割理解などがどの

ように影響を及ぼしているかについて、重

回帰分析を行った。今回の調査から、模擬

患者は講座を受講して時間がたつと不安

は軽減していくが、役割を明らかにできる

支援プログラムは重要であり、今回の支援

プログラムが、役割課題や役割期待につい

て説明力を持つプログラムであったこと

を明らかにした。  

 

7)看護学における模擬患者の活用方法に

ついて、「看護展望」に年間を通して連載

を行って、これまでの研究内容を公表し、

国内の研究者の評価をうけた。 

 



8)看護学模擬患者の養成においては、学生

を理解するプログラムと患者らしさを表

現できる役割課題を学習することが、養成

の必要な要素であった。本研究で明らかに

した模擬患者養成プログラムは、自校養成

や専門機関養成の on the job training に

併用可能なプログラムであることを明ら

かにした。 
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